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３月３１日(日)午前１０時～１２時 

兵庫県福祉センター(動物園西徒歩３分) 

 

 

 阪急電車の車内の吊り看板に「王子動

物園リニューアル」文字が見えます。動

物にやさしく生まれかわるとも。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 神戸市の進める「動物園のリニューア

ル」は王子プールの廃止、テニスコート

の廃止、サブグラウンドの廃止、そして

遊園地の廃止とセットです。その大元は

大学誘致です。 
 多くの子どもも大人も利用する施設を

一方的に廃止する神戸市の再整備計画に

反対します。多くの人の声を反映した再

整備なら大いに結構なのですが、神戸市

は問答無用の態度に終始。許せません。 

                                   

     
新
社
会
党
主
催
の
公
開
講

座
□
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ(

ピ
□
フ
□
ス)

□
て
何
？
□
が
開
か
れ
□
丸

尾 

牧
さ
ん(
県
会
議
員)

が

講
演
し
ま
し
た
□ 

  

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
１
９
３
０
年

代
に
開
発
さ
れ
た
合
成
化
学

物
質
の
総
称
□
原
爆
製
造
に

も
使
用
さ
れ
た
□
水
や
油
を

は
じ
き
□
熱
や
薬
品
に
強
く
□

自
然
環
境
下
で
分
解
さ
れ
に

く
い
た
め
□
永
遠
の
化
学
物

質
□
と
呼
ば
れ
て
い
る
□ 

防
水
ス
プ
レ
□
□
フ
□
素

樹
脂
加
工
の
フ
ラ
イ
パ
ン
□ 

     

ハ
ン
バ
□
ガ
□
や
ピ
ザ
の
包

装
紙
□
衣
類
の
防
水
処
理
□

フ
□
ン
デ
□
シ
□
ン
・
マ
ス

カ
ラ
・
リ
□
プ
な
ど
化
粧
品
□

ワ
□
ク
ス
□
メ
ガ
ネ
の
曇
り

止
め
□
泡
消
火
剤
□
半
導
体
□

金
属
加
工
□
自
動
車
部
品
と

幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
□ 

 

  
こ
れ
が
□
大
気
□
水
□
食

べ
物
か
ら
体
内
に
取
り
込
ま

れ
□
残
留
し
循
環
し
ま
す
□

健
康
へ
の
影
響
で
は
□
抗
体

反
応
の
低
下
□
脂
質
異
状
症
□

幼
児
・
胎
児
の
成
長
低
下
□

腎
臓
ガ
ン
の
リ
ス
ク
□
流
産 

     

の
リ
ス
ク
□
甲
状
腺
疾
患
□

肝
障
害
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
□

Ⅰ
Ａ
Ｒ
Ｃ
□
国
際
ガ
ン
研
究

機
関
□
か
ら
発
が
ん
物
質
□

発
が
ん
の
可
能
性
の
あ
る
物

質
に
指
定
さ
れ
て
い
る
□ 

 
  

沖
縄
や
横
田
の
米
軍
基
地

周
辺
の
土
壌
□
河
川
か
ら
高

濃
度
の
汚
染
が
確
認
さ
れ
て

い
る
□
明
石
川
で
も
高
濃
度

の
汚
染
が
あ
り
□
周
辺
住
民

の
血
液
検
査
で
ド
イ
ツ
基
準

□
緊
急
に
曝
露
対
策
を
取
る

必
要
な
値
□
を
超
え
る
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
が
確
認
さ
れ
て
い
る
□ 

     

汚
染
源
は
産
業
廃
棄
物
処

理
場
か
ら
の
排
水
□
明
石
市 

・
神
戸
市
に
は
住
民
の
検

査
を
□
国
に
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
規

制
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
□ 

    

        

                                   

                                   

 
 
第1251号(２月22日、大石駅、雨中止) 
  内閣不支持８２％、もはや死に体 
第1252号(３月７日、JR六甲道駅) 
  政倫審、アベ派幹部ウラ金関与否定 
第1253号(３月14日、阪急六甲駅 
  東日本大震災13年、ふるさとを返せ 
第1254号(３月21日、王子公園駅) 
  政倫審、ウラ金の説明不十分８９％ 

 

ウ
ラ
金
に 

 

蓋
し
て 

二
階 

逃
げ
切
り
か 

人
生
の
終
わ
り
に
過
去
の

出
来
事
を
明
ら
か
に
し
た
り

懺
悔
し
た
り
と
ド
ラ
マ
で
は
□

自
民
党
の
ド
ン
は
ウ
ラ
金
の

経
過
を
説
明
す
る
こ
と
な
く

処
分
も
逃
れ
て
引
退
へ
□
隠
す

し
か
な
い
ほ
ど
ヤ
バ
い
の
か
□ 

 

史
上
最
悪
と
言
わ
れ
て
い
る
４
月
か 

ら
の
介
護
保
険
制
度
改
定
で
□
訪
問
介 

護
の
介
護
報
酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
□ 

前
市
会
議
員 

高
齢
者
・
障
が
い
者
に
と
□
て
は
訪 

問
介
護
が
重
要
で
あ
る
こ
と
□
低
賃
金 

の
た
め
求
人
倍
率
が
15
倍
と
い
う
絶
対 

的
に
人
手
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
□
訪 

問
介
護
ヘ
ル
パ
□
の
４
割
が
60
代
と
い 

い
う
高
齢
化
の
実
態
が
あ
る
こ
と
□
こ 

ま
ま
で
は
ヘ
ル
パ
□
は
消
滅
す
る
□
訪 

問
介
護
の
仕
事
を
真
□
当
に
評
価
し
□ 

そ
れ
に
見
合
□
た
賃
金
を
！
賃
金
支
援 

策
を
！
保
険
者
神
戸
市
に
求
め
て
い
る
□ 

 
新社会党 灘総支部 

   ０７８－８０１－６５３０ 
 

NPO 法人 働く人の相談室 
   ０７８－９４５－７７０３ 
 
 
 
★ ニュース第２４０号は２月25日付 
★国の内も外も、平和を守る声を大きく/

底割れして全壊の政治、国民の怒りを力

に/ボクの昭和（76）鳥取大、学生デモ

に２０００人/能登半島地震、放射線防

護施設損傷や異常だらけで役立たず 

★月１回のニュースは☎078-801-8448へ 

 



 ２０２４ 
 

 

 

 

長田区文化センター大会議室

講演: 緊急事態改憲の狙いと本
    改憲発議を許さないために

講師: 長岡 徹

  
資料代として 
５００円を 
お願いします 
 
 
 
岸田首相は今年１月の施政方針演説で「憲法改

正」について「あえて自民党総裁として申し上げ

れば、自分の総裁任期中に改正を実現したいとの

思いに変わりはなく・・」と述べています。

総裁任期は今年の９月まで。能登半島地震の救

援が最優先される中で、「改憲」への決意は異状で

す。９条を壊す「改憲」ストップのため、５

庫憲法集会を成功させましょう。

 
 

 

  ２０２４年５月３日

    神戸・みなとのもり公園

    ゲスト：内田

神戸女学院大学名誉教授

       

 
 

が
倒
れ
悲
惨
な 

 
 

状
態
だ
っ
た
。 

 
 

足
元
に
焼
夷
弾 

 
 

が
落
ち
た
が
不 

 
 

発
で
助
か
っ
た
。 

 
 

 

南
を
見
る
と 

 
 

町
は
真
っ
赤
に 

       

長田区文化センター大会議室 
緊急事態改憲の狙いと本質 

発議を許さないために 

徹さん(関西学院大学名誉教授) 

首相は今年１月の施政方針演説で「憲法改

正」について「あえて自民党総裁として申し上げ

れば、自分の総裁任期中に改正を実現したいとの

思いに変わりはなく・・」と述べています。 
総裁任期は今年の９月まで。能登半島地震の救

援が最優先される中で、「改憲」への決意は異状で

す。９条を壊す「改憲」ストップのため、５.３兵

庫憲法集会を成功させましょう。 

５月３日(金) １３：００開会 
みなとのもり公園 
内田 樹 さん 
神戸女学院大学名誉教授 

           

空
は
炎
で
赤
か
っ
た
。
父
は
家
に 

    

残
る
と
言
い
、 

 
 

母
と
山
の
方
に 

 
 

逃
げ
た
。
途
中 

 
 

爆
弾
が
落
ち
、 

 
 

布
団
を
被
っ
て 

 
 

し
ゃ
が
み
こ
ん 

 
 

だ
。
あ
た
り
は 

 
 

20~

30
人
が
死 

 
 

ん
だ
り
ケ
ガ
人 

 
 

が
倒
れ
悲
惨
な 

記
録
す
る
会
は
「
空
襲
体
験
を

語
り
継
ぐ
こ
と
は
未
来
を
守
る
こ

と
」
と
考
え
、
活
動
を
進
め
ま
す
。

６
月
に
は
大
倉
山
公
園
内
の
平
和

の
碑
に
新
た
に
判
明
し
た
約
20

人
の
空
襲
犠
牲
者
の
名
前
を
刻
む

刻
銘
追
加
式
を
行
い
ま
す
。 

    

           

画
で
す
が
、
１
９
８
２
年
に
対
岸

の
上
関
に
原
子
力
発
電
の
建
設
計

画
が
持
ち
上
が
り
、
島
民
の
反
対

運
動
が
起
き
る
。
長
い
闘
い
が
始

ま
る
。
島
内
を
デ
モ
す
る
島
民
の

闘
い
や
、
海
に
生
き
る
人
の
日
常

の
暮
ら
し
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

島
民
は
「
育
て
て
も
ら
っ
た
宝

の
海
と
島
を
守
り
、
未
来
に
残
す
」

た
め
に
原
発
に
反
対
す
る
と
力
強

域
は
大
事
な
漁
場
で
あ 

る
こ
と
、
事
故
が
起
き 

た
と
き
に
避
難
が
で
き 

な
い
、
な
ど
が
島
民
の 

強
い
反
対
運
動
に
つ
な 

が
っ
た
。
そ
し
て
40
年 

に
わ
た
る
闘
い
を
続
け 

け
て
い
ま
す
。 

中
国
電
力
の
「
金
で 

人
の
心
を
買
う
」
や
り 

１
１
年
の
原
発
事
故 

が
あ
っ
て
工
事
は
中 

断
。
原
発
に
依
存
し 

な
い
町
づ
く
り
に
力 

を
い
れ
て
い
る
が
、 

昨
年
、
中
電
・
関
電 

の
中
間
貯
蔵
施
設
計 

 
 
 
 
 

画
が
浮
上
。
原
発
関 

 
 

 
 

 

連
の
白
紙
撤
回
ま
で

闘
う
と
表
明
し
た
。 

年
の
こ
の
日
に
、
薬
仙
寺(

兵
庫

区)

で
「
神
戸
空
襲
犠
牲
者
合
同
慰

霊
祭
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

薬
仙
寺
住
職
に
よ
る
読
経
の
あ

と
、
２
人
の
空
襲
体
験
者
の
お
話

し
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

当
時
、
兵
庫
区
荒
田
町
に
住
ん

で
い
た
美
野
さ
ん
は
「
夜
遅
く
空

襲
警
報
が
鳴
り
、
新
開
地
の
方
の 

 

空
は
炎
で
赤
か
っ
た
。
父
は
家
に 

    

燃
え
て
い
ま
し
た
。
幸
い
家
の
一

角
は
焼
け
残
り
『
バ
ン
ザ
イ
』
と

叫
ん
だ
。
父
も
生
き
て
い
た
。
６

月
19
日
の
空
襲
に
も
合
っ
た
。
幸

運
に
も
生
き
延
び
た
が
、
こ
の
経

験
を
伝
え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

記
録
す
る
会
は
「
空
襲
体
験
を

兵庫運河にかかる大
輪田橋と戦災慰霊碑

 

         

映
画
「
祝
の
島(

ほ
う
り
の
し
ま)

」

の
上
映
と
上
関
原
発
を
建
て
さ
せ

な
い
祝
島
島
民
の
会
代
表
の
講
演

会(

ズ
ー
ム)

が
24
日
、
婦
人
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
祝
島
は
山
口
県

の
南
東
に
位
置
す
る
瀬
戸
内
の
離

島
。
現
在
の
島
民
は
２
８
０
人
。 

映
画
は
２
０
１
０
年
制
作
の
映

く
訴
え
て
い
る
。 

島
民
の
会
代
表
の
清
水
さ
ん
は 

島
民
は
農
業
と
漁
業
で 

暮
ら
し
て
い
る
。
島
民 

の
９
割
が
原
発
に
反
対 

し
た
の
は
、
原
発
労
働 

で
被
爆
を
経
験
し
た
島 

民
が
い
た
、
原
発
の
海 

方
も
許
せ
な
か
っ
た
。 

 

２
０
０
９
年
に
は
県
知
事
が
埋 

め
立
て
を
許
可
。
島 

民
は
船
で
の
阻
止
行 

動
を
し
、
中
電
は
島 

民
を
裁
判
で
訴
え
、 

反
対
行
動
を
抑
え
込 

ん
で
き
た
が
、
２
０ 

     

79
年
前
の
３
月
17
日
、
兵
庫
区

や
長
田
区
は
米
軍
機
に
よ
る
空
襲

で
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。 

 

神
戸
空
襲
を
記
録
す
る
会
は
毎

   

（
薬
仙
寺)  

       

兵庫運河にかかる大 
田橋と戦災慰霊碑 


